
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２		

す
べ
て
の
住
民
が
、
す
こ
や
か
で
、

	
	

い
き
い
き
と
し
た
生
涯
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

	

～
第
５
期
斑
鳩
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
～

―
―

 

特
集

６		

斑
鳩
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

	

耐
震
改
修
支
援
事
業
の
ご
案
内

８	

職
員
の
人
事
異
動

10	

ま
ち
の
話
題

12	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

13	

自
治
会
連
合
会
懇
談
会

14	

わ
た
し
が
私
ら
し
く
あ
る
た
め
に

15	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

16	

第
３
期
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

17	

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

18	

ま
ち
の
情
報

24	

ほ
け
ん
だ
よ
り

2 0 1 2

5
No. 560

いかるが

お子さんと身体を動かそう
～ 子育て支援講座 ～
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全
国
的
に
急
速
な
高
齢
化
の
進

行
と
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、
少

子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
21
世
紀
半

ば
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
で
24
・
5
％

と
、
や
や
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
高
齢
者
人
口
は
増
加
し
つ

づ
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
を
正
確
に
反
映
し
、

高
齢
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
利

用
し
て
快
適
で
充
実
し
た
生
活
を

お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
現

在
の
斑
鳩
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
福
祉
計
画
を
見
直
し
、
新

し
く
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
３
ヵ
年
計
画
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
新
し
い
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢

者
福
祉
計
画
を
中
心
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

す
べ
て
の
住
民
が
、

　

す
こ
や
か
で
、

　
　
　

い
き
い
き
と
し
た

生
涯
を

　
　

お
く
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

第
５
期
（
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
）

斑
鳩
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

　
　
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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こ
の
計
画
は
、
介
護
保
険
の
保
険
給
付

や
介
護
予
防
等
に
関
す
る
介
護
保
険
事
業

計
画
と
、
自
立
生
活
の
支
援
や
生
き
が
い

対
策
等
も
含
め
た
高
齢
者
福
祉
計
画
を
合

わ
せ
、
総
合
的
な
事
業
計
画
と
し
て
策
定

し
ま
し
た
。

◎
基
本
理
念

　
「
す
べ
て
の
住
民
が
、
す
こ
や
か
で
、

い
き
い
き
と
し
た
生
涯
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

◎
施
策
の
目
標

① 

健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
た
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
の
強
化

●�

健
康
づ
く
り
の
定
着
と
疾
病
予
防
の
強

化
●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

●
一
次
予
防
事
業
の
推
進

●
二
次
予
防
事
業
の
推
進

●�

要
介
護
状
態
の
改
善
・
悪
化
防
止
を
め

ざ
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

② 

心
身
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
で
効
果
的

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●�

介
護
予
防
と
自
立
生
活
を
支
援
す
る
居

宅
サ
ー
ビ
ス

●�

個
人
の
生
活
と
心
身
の
状
態
を
踏
ま
え

た
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス

③ 

認
知
症
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
支
援
体
制
の
充
実

●�

認
知
症
ケ
ア
・
認
知
症
高
齢
者
の
支
援

の
推
進

●�

認
知
症
に
関
す
る
啓
発
・
認
知
症
予
防

の
取
組
み
の
推
進

④ 

住
み
慣
れ
た
環
境
で
の
自
立
生
活
の
支

援
●�

在
宅
で
の
自
立
生
活
の
支
援
・
地
域
で

の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

●
外
出
の
支
援

●
家
族
介
護
者
に
対
す
る
支
援

●
生
活
環
境
の
整
備

⑤
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

●
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
促
進

●
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●�

就
労
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

の
促
進

●
活
動
の
場
の
提
供

⑥ 

暮
ら
し
と
健
康
の
安
心
を
支
え
る
総
合

的
な
支
援
体
制
の
充
実

●
地
域
ケ
ア
を
支
え
る
総
合
的
な
拠
点

●�

安
心
し
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
体
制
の
構
築

●
高
齢
者
施
策
の
推
進
体
制

　

斑
鳩
町
の
平
成
24
年
度
以
降
に
お
け
る

65
才
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
人
口
・

要
介
護
認
定
者
の
推
計
は
右
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

今
後
も
高
齢
者
人
口
お
よ
び
要
介
護
認

定
者
は
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
や

そ
の
費
用
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

65才以上（第１号被保険者）人口推計

平成24年度 平成25年度 平成26年度

65才以上人口
（第１号被保険者） 7,221人 7,552人 7.881人

要介護認定者 1,274人 1,319人 1,366人

第５期事業計画の概要

基
本
的
な
考
え
方
と
方
向
性

高
齢
者
の
人
口
推
移
等
は
…

第5期 斑鳩町介護保険事業計画・
高齢者福祉計画を策定しました♥♥
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平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
、
こ
れ
ま
で

の
給
付
実
績
、
要
介
護
認
定
者
数
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
等
を
も
と
に
算
出

し
た
結
果
、
左
の
表
の
よ
う
な
見
込
み
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら

ず
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
日
々
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な

生
活
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
安
否
を
確
認
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。●

軽
度
生
活
援
助
事
業

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

乳
酸
菌
飲
料
の
配
布

　
（
安
否
確
認
）

●
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業　
　

な
ど

●
家
族
介
護
教
室

●
家
族
介
護
用
品
の
支
給　

な
ど

二
次
予
防
事
業
施
策

●
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　

•
運
動
器
の
機
能
向
上
事
業

　

•
栄
養
改
善
事
業

　

•
口
腔
機
能
の
向
上
事
業　
　

な
ど

●
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

　

•
「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

　

•
訪
問
指
導　
　
　
　
　
　
　

な
ど

一
次
予
防
事
業
施
策

　

•
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

　

•
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業　

な
ど

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

�　

地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
向
上
と
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
・
介
護
予
防
に
必
要
な
支
援
を
総

合
的
に
お
こ
な
う
拠
点
と
し
て
、
主
に

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

•
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

•
総
合
相
談
・
支
援
事
業

•
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
事
業
、

•
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

●�
認
知
症
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
、
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
、
認
知
症
の
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
促
進

•
百
歳
・
米
寿
・
結
婚
50
年
慶
祝
事
業

•
敬
老
式
典
の
開
催

•
高
齢
者
優
待
利
用
券
等
の
交
付

•
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
助
成　

な
ど

●
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

•
公
民
館
教
室
・
生
涯
学
習
講
座
の
運
営

•
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

●�

就
労
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

の
促
進

•
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

●�

趣
味
や
教
養
、ス
ポ
ー
ツ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
、
活
動
の
場
の
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

●�

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

•
役
場
福
祉
課　

　

☎
内
線
１
２
３
・
１
２
６

•
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５
�
４
０
０
０

●
保
健
・
健
康
に
関
す
る
こ
と

•
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

　

健
康
対
策
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１

主な介護保険サービスの見込み（居宅・施設サービス）
平成24年度 平成25年度 平成26年度

訪 問 介 護 60,396回 62,697回 65,171回
訪 問 看 護 6,358回 6,897回 7,435回
通 所 介 護 27,747回 29,763回 31,570回
短 期 入 所
生 活 介 護 5,266日 5,790日 6,163日

福祉用具貸与 3,648人 3,996人 4,195人
居宅介護支援 6,444人 6,660人 6,852人
特 別 養 護
老 人 ホ ー ム 1,272人 1,296人 1,320人

老人保健施設 1,008人 1,008人 1,248人
※上記の数値は延べ回数・延べ日数・延べ人数

今
後
の
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
は

高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

自
立
生
活
の
支
援

そ
の
他
の
事
業

介
護
に
あ
た
る

家
族
の
支
援

介
護
予
防
事
業

社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

高
齢
者
に
関
す
る

各
種
相
談
窓
口
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平成24年度から介護保険料が変わります
　介護保険制度は、社会保険制度であり、加入者の保険料や公費によって、介護を必要とする
人の負担を少なくしようとするものです。第１号被保険者（65歳以上）の介護保険料は、介護サー
ビスにかかる費用等の約21％分をまかなうこととなりますが、３年に一度、これを見直すこと
となっています。高齢者や介護が必要な人（要介護認定者等）の増加とともに、介護サービス
にかかる費用等の増加などが見込まれる一方、町民税の非課税世帯等に配慮した段階設定をお
こなうこととしたことから、平成24～26年度の保険料基準額（第６段階の保険料）は、年額
58,700円（月額4,892円）となり、各段階の保険料は下表のとおりとなりました。
　みなさんから納められた保険料は、介護保険を運営するための大切な財源となります。みな
さんのご理解とご協力をお願いいたします。

保険料
段　階 対　　　象　　　者 基準額に対する

保険料率
保険料年額

（円）

第1段階
•生活保護の受給者
•�老齢福祉年金受給者で本人を含む世帯全員が住民税
非課税の人

基準額×0.49 28,700

第２段階 •�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+
課税年金収入額が80万円以下の人 基準額×0.49 28,700

第３段階 •�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+
課税年金収入額が80万円超120万円以下の人 基準額×0.68 39,900

第４段階 •�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+
課税年金収入額が120万円超 基準額×0.70 41,000

第５段階
•�本人は住民税非課税かつ前年の合計所得金額+課税
年金収入額が80万円以下の人で世帯は住民税課税
の人

基準額×0.91 53,400

第６段階 •�本人は住民税非課税、世帯は住民税課税で第５段階
以外の人 基準額×1.0 58,700

第７段階 •�合計所得金額が125万円未満で、前各段階のいずれ
にも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.16 68,000

第８段階 •�合計所得金額が125万円以上190万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.25 73,300

第９段階 •�合計所得金額が190万円以上300万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.5 88,000

第10段階 •�合計所得金額が300万円以上400万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.6 93,900

第11段階 •�合計所得金額が400万円以上600万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.7 99,700

第12段階 •�合計所得金額が600万円以上800万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.8 105,600

第13段階 •�合計所得金額が800万円以上1000万円未満で、前各
段階のいずれにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×1.9 111,500

第14段階 •�合計所得金額が1000万円以上で、前各段階のいず
れにも該当しない人（本人は住民税課税） 基準額×2.1 123,200

第5期 斑鳩町介護保険事業計画・
高齢者福祉計画を策定しました♥♥
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　昨年は３月11日に国内での観測史上最大規模とな
る東日本大震災が発生し、東北地方を中心に甚大な
被害が生じました。
　近年、全国各地で大地震が頻発しており、奈良県
においても東南海・南海地震のほか内陸型地震の発
生の危険性が指摘されています。こうした大地震か
ら、自らの、そして家族の生命・財産を守るためには、
住まいの耐震化をすすめることが重要となります。
　斑鳩町では、地震に対する住宅の安全性を調べる
ため、耐震診断にかかる費用の助成に加え、耐震診
断の結果にもとづき、耐震改修工事を実施される場
合、工事費の一部を補助する事業をおこなっていま
す。
　平成24年度の耐震診断及び耐震改修支援事業の募
集内容は次のとおりです。

平成24年度斑鳩町既存木造住宅耐震診断支援事業の概要

助 成 の
対象となる
建 築 物

•�昭和56年5月31日以前に着工された在来軸組構法の木造住宅で、延床面積
が250㎡以下で、かつ2階以下（地階を除く）のもの。

•�専用住宅、長屋住宅、共同住宅。その他、店舗など住宅以外の用途を兼ねる
建築物の場合は、住宅以外に使用する部分の床面積が延床面積の1／2未満
のものが、対象となります。

補助対象者 　対象住宅の所有者

診 断 方 法 　一般診断法（※原則として目視による調査方法です。）

助 成 金 額 　4万5千円（※費用総額は4万5千円のため、自己負担金はありません。）

募 集 件 数

　24件（※申込者多数の場合は、抽選（公開による）とします。）
※�下記の受付期間の中で、申込件数が募集件数に満たない場合は、受付期間満
了後も引き続き、受付をおこないます。この場合、申込件数が募集件数に達
するまでの先着順とします。

受 付 期 間 　平成24年5月21日（月）～平成24年6月20日（水）
　午前8時30分～午後5時30分（※土日、祝日を除く）

注 意 事 項

• 申込を希望される人は、事前に電話もしくは窓口にて必ずご相談ください。
事業対象となるかを確認させていただいてからの受付となります。

•直接業者に耐震診断を依頼された場合は助成の対象となりません。
•町の耐震診断支援事業では、戸別訪問による勧誘は一切おこなっていません。

無料
診断

大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～
－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－

受付・問合せ　役場都市整備課（☎内線292・293）
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平成24年度斑鳩町既存木造住宅耐震改修支援事業の概要

助 成 の
対象となる
建 築 物

•�昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅で、2階以下（地階を除く）
のもの。

•�専用住宅、長屋住宅、共同住宅。その他、店舗など住宅以外の用途を兼ねる
建築物の場合は、住宅以外に使用する部分の床面積が延床面積の1／2未満
のものが、対象となります。

補助対象者 　対象住宅の所有者等（所有者の同意を得た者を含む。）

補 助 対 象
工 事

•�耐震診断技術者による耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満と診断され
た住宅について、上部構造評点を1.0以上、または1階の上部構造評点を0.7
以上とする耐震改修工事

助 成 金 額

募 集 件 数

　6件（※申込者多数の場合は、抽選（公開による）とします。）
※�下記の受付期間の中で、申込件数が募集件数に満たない場合は、受付期間満
了後も引き続き、受付をおこないます。この場合、申込件数が募集件数に達
するまでの先着順とします。

受 付 期 間 　平成24年5月21日（月）～平成24年6月20日（水）
　午前8時30分～午後5時30分（※土日、祝日を除く）

注 意 事 項

• 申込を希望される人は、事前に電話もしくは窓口にて必ずご相談ください。
事業対象となるかを確認させていただいてからの受付となります。

• 申込は業者と工事に関する契約を締結する前におこなってください。また、
既に工事に着手された場合や、既に工事が完了している場合は、この事業の
対象となりません。

改修

耐震改修工事費 補助金の額

50万円未満 補助対象外です。

50万円以上～60万円未満 20万円

60万円以上～150万円未満 耐震改修工事費の1／3の額

150万円以上 50万円

　

大
地
震
の
発
生
に
備
え
、斑
鳩
町
で
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

人
・
家
・
街　

安
全
支

援
機
構
（
通
称
Ｌ
Ｓ
Ｏ
）」
と
協
力
し
て

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
建
築
士
や
阪
神
淡

路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
人
を
講
師
と
し

て
お
よ
び
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
５
月
20
日（
日
）

【
講
演
会
】　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

【
個
別
相
談
会
】

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分
・

　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
（
事
前
申
込
者
優
先
・
希
望
者
の
み
）

場
所　
中
央
公
民
館

定
員　
１
０
０
名
（
申
込
要
・
先
着
順
）

費
用　
無
料

申 

込　
電
話
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ
で
、
直
接
Ｌ

Ｓ
Ｏ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

☎　
０
１
２
０
‐
２
６
３
‐
１
５
０

　
　
　

０
６
‐
６
４
５
６
‐
１
０
１
０

　

fax　

０
６
‐
６
４
５
６
‐
１
０
７
３

　

�

受
付
は
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
日
・

祝
除
く
）

※�

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
人
に
は
、

ア
ル
フ
ァ
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。

「
斑
鳩
町　
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

住
ま
い
の

　
耐
震
化
の
す
す
め

私たちは今　何を考え、行動すべきか
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町
消
防
団
長
に

　
　
増
井　
隆
生
さ
ん

　

斑
鳩
町
消
防
団
長
の
山
崎　

悦
宏
さ
ん

（
昭
和
49
年
１
月
入
団
）、
副
団
長
の
田
中

　

常
夫
さ
ん
（
昭
和
52
年
１
月
入
団
）
が
、

３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
、
新

団
長
に
増
井　

隆
生
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
崎
さ
ん
、
田
中
さ
ん
は
、
私
た
ち
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
役
員
紹
介

　

４
月
か
ら
の
消
防
団
役
員
の
み
な
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

新 

団　
　
　
長　
増　
井　
隆　
生

　

 

副　
団　
長　
紀　
　
　
勝　
司

新 

副　
団　
長　
清　
水　
正　
夫

新 

副　
団　
長　
西　
谷　
喜
代
嗣

　

 

第
１
分
団
長　
安　
本　
喜　
次

新 

第
２
分
団
長　
卯　
川　
喜
代
司

新 

第
３
分
団
長　
岡　
田　
修　
三

〔
部
長
級
〕

▼
上
下
水
道
部
長
兼
上
水
道
課
長　

谷
口

　

裕
司
（
上
下
水
道
部
長
）

〔
課
長
補
佐
級
〕

▼
企
画
財
政
課
長
補
佐
（
政
策
企
画
調
整

係
長
の
兼
務
を
解
く
）
真
弓　

啓
（
企
画

財
政
課
長
補
佐
兼
政
策
企
画
調
整
係
長
）

▼
国
保
医
療
課
長
補
佐
兼
福
祉
高
齢
者
医

療
係
長　

田
口　

昌
孝
（
国
保
医
療
課
福

祉
高
齢
者
医
療
係
長
）
▼
環
境
対
策
課
長

補
佐　

井
上　

究
（
建
設
課
長
補
佐
兼
用

地
対
策
係
長
）
▼
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民

係
長　

鎌
田　

裕
之（
住
民
課
住
民
係
長
）

▼
建
設
課
長
補
佐　

猪
川　

恭
弘
（
国
保

医
療
課
長
補
佐
）
▼
観
光
産
業
課
長
補
佐

　

関
口　

修
（
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
観

光
産
業
課
長
補
佐
）

〔
係
長
級
〕

▼
企
画
財
政
課
政
策
企
画
調
整
係
長
兼
文

化
広
報
統
計
係
長　

竹
山　

潔
（
下
水
道

課
管
理
係
長
）
▼
税
務
課
総
務
徴
収
係
長

　

大
塚　

美
季
（
企
画
財
政
課
付
）
▼
福

祉
課
介
護
高
齢
福
祉
第
一
係
長　

澤
井　

泰
夫
（
福
祉
課
介
護
高
齢
福
祉
係
長
）
▼

福
祉
課
介
護
高
齢
福
祉
第
二
係
長　

羽
根

田　

久
枝
（
健
康
対
策
課
健
康
推
進
第
一

係
長
）
▼
健
康
対
策
課
健
康
推
進
第
一
係

長　

德
田　

貴
世
（
健
康
対
策
課
）
▼
環

境
対
策
課
衛
生
処
理
場
班
長
心
得　

吉
岡

　

嘉
規
（
環
境
対
策
課
衛
生
処
理
場
）
▼

建
設
課
用
地
対
策
係
長　

三
原　

進
也

（
建
設
課
）
▼
斑
鳩
幼
稚
園
総
括
主
任
教

諭　

吉
仲　

康
子
（
斑
鳩
東
幼
稚
園
）
▼

生
涯
学
習
課
文
化
財
保
存
第
一
係
長　

平

田　

政
彦
（
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
存
係

長
）
▼
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
存
第
二
係

長　

荒
木　

浩
司
（
生
涯
学
習
課
）
▼
下

水
道
課
管
理
係
長　

上
田　

和
弘
（
税
務

課
総
務
徴
収
係
長
）

〔
新
規
採
用
職
員
〕

▼
企
画
財
政
課　

大
原　

薫　

▼
福
祉
課

　

栗
巣　

仁
也　

▼
た
つ
た
保
育
園　

川

端　

明
美　

▼
た
つ
た
保
育
園　

多
田　

有
紀
子　

▼
あ
わ
保
育
園　

佃
田　

侑
貴

代　

▼
あ
わ
保
育
園　

畠
山　

真
緒　

▼

国
保
医
療
課　

磯
田　

由
香　

▼
健
康
対

策
課　

菅　

彩
耶
香　

▼
観
光
産
業
課

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）　

加
藤　

勇
平　

▼
都
市
整
備
課　

仲
島　

大
貴　

▼
斑
鳩

幼
稚
園　

乾　

和
香
奈　

▼
斑
鳩
東
幼
稚

園　

青
木　

奈
々
子　

▼
生
涯
学
習
課　

宇
野　

晶
子

〔
県
か
ら
相
互
派
遣
〕

▼
企
画
財
政
課　

志
村　

英
之
（
奈
良
県

医
療
政
策
部
保
健
予
防
課
）

〔
県
へ
相
互
派
遣
〕

▼
奈
良
県
総
務
部
知
事
公
室
行
政
経
営
課

　

関
元　

佑
治
（
都
市
整
備
課
）

〔
退
職
者
〕（
平
成
24
年
３
月
31
日
付
）

▼
清
水　

孝
悦
（
上
水
道
課
長
）

▼
河
野　

京
子
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼

文
化
広
報
統
計
係
長
）

▼
角
井　

敏
文
（
環
境
対
策
課
長
補
佐
）

▼
吉
田　

智
美
（
斑
鳩
幼
稚
園
総
括
主
任

教
諭
）

▼
中
島　

隼
人
（
総
務
課
）

▼
九
十
九　

実
希
（
福
祉
課
）

▼
吉
岡　

秀
起
（
観
光
産
業
課
）

▼
吉
田　

由
香
（
斑
鳩
東
幼
稚
園
）

▼
原
屋　

哲
雄
（
環
境
対
策
課
衛
生
処
理

場
）

▼
梅
田　

静
夫
（
環
境
対
策
課
衛
生
処
理

場
）

〔
転
入
〕　
（　

）
内
は
旧
任
校

▼
斑
鳩
中
学
校
教
頭　

前
川　

文
孝
（
斑

鳩
中
学
校
教
諭
）
▼
斑
鳩
南
中
学
校
教
頭

　

橋
本　

秀
司
（
斑
鳩
中
学
校
教
頭
）

5
月
の
納
税

○
軽
自
動
車
税
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
６
）

納
期
限

5
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
町
立
学
校
人
事
異
動

平
成
24
年
４
月
１
日
付

人
事
異
動
（　
）
内
は
旧
役
職

平
成
24
年
４
月
１
日
付
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〔
退
職
者
〕

▼
斑
鳩
南
中
学
校
教
頭　

川
田　

勝
紀

▼
斑
鳩
小
学
校
教
諭　

小
野　

英
子

▼
斑
鳩
小
学
校
教
諭　

片
倉　

裕
子

▼
斑
鳩
西
小
学
校
教
諭　

冨
井　

幸
恵

▼
斑
鳩
西
小
学
校
教
諭　

竹
川　

和
代

▼
斑
鳩
東
小
学
校
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
谷　

由
美
子

▼
斑
鳩
中
学
校
教
諭　

増
田　

周
三

▼
斑
鳩
南
中
学
校
教
諭　

辻　

康
一

と
簡
単
に
や
り
直
し
が
で
き
な
い
も
の

も
多
い
た
め
、
業
者
の
一
方
的
な
話
を

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
信
頼
の
お
け
る
機
関

で
の
点
検
、
工
事
の
必
要
性
、
施
工
方

法
、
他
業
者
と
の
金
額
の
比
較
を
す
る

こ
と
な
ど
、
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
契

約
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

《
契
約
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

•�

訪
問
販
売
の
契
約
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
内
（
契
約
書
面
等
を
受
け
取
っ
た
日

を
１
日
目
と
し
て
８
日
間
）で
あ
れ
ば
、

工
事
が
開
始
、
完
了
し
て
い
て
も
、
理

由
を
問
わ
ず
、
無
条
件
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
既
払
金
が
あ
れ
ば
全
額

返
金
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•�

ま
た
、
書
面
の
不
備
（
契
約
書
に
契
約

日
や
工
事
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）、

書
面
不
交
付
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
妨

害
等
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
業
者
の
屋
根
修
理

工
事
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

•�

訪
問
販
売
業
者
に
よ
る
屋
根
の
無
料
点

検
の
後
、「
瓦
が
ず
れ
て
い
る
、
こ
の

ま
ま
で
は
地
震
が
く
れ
ば
危
な
い
」
と

説
明
さ
れ
、
高
額
な
補
修
工
事
の
契
約

を
結
ん
で
し
ま
っ
た
。

•�

「
近
所
の
家
の
屋
根
工
事
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
お
宅
の
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い

る
（
漆
喰
が
剥
が
れ
て
い
る
）　

の
が

わ
か
っ
た
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
雨

漏
り
が
す
る
」
と
告
げ
ら
れ
、
契
約
し

て
し
ま
っ
た
。
翌
日
、
他
業
者
に
点
検

を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
問
題
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

•�

少
し
雨
漏
り
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
や
っ

て
き
た
訪
問
販
売
業
者
に
工
事
依
頼
し

た
と
こ
ろ
、
工
事
内
容
が
不
適
切
で
ひ

ど
い
雨
漏
り
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
契
約
前
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

•�

訪
問
販
売
で
は
、
屋
根
の
補
修
工
事
に

限
ら
ず
、
消
費
者
が
確
か
な
契
約
意
思

を
持
た
な
い
う
ち
に
業
者
主
導
で
契
約

を
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
不
要
な
工
事
を

契
約
さ
せ
ら
れ
た
、
請
求
金
額
が
高
額

に
な
っ
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
や

す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

•�

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
一
度
お
こ
な
う

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　

�

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　

�

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
員　
田
中　

由
香
利

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
障
害
を
持

つ
人
や
、そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
次
の
方
が
相
談
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員

•
助
長　

和
男

　

斑
鳩
町
龍
田
３
丁
目
10
番
16
号

　

０
７
４
５
�
６
８
１
０

•
奥
田　

博

　

斑
鳩
町
興
留
７
丁
３
番
11
号

　

０
７
４
５
�
２
５
８
５

•
須
川　

一
美

　

斑
鳩
町
法
隆
寺
２
丁
目
６
番
５
号

　

０
７
４
５
�
４
０
３
６

知
的
障
害
者
相
談
員

•
井
上　

一
夫

　

斑
鳩
町
龍
田
２
丁
目
１
番
36
号

　

０
７
４
５
�
２
７
０
７

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購

入
す
る
と
き
、
食
品
の
内
容
を
正
し
く
理

解
す
る
う
え
で
重
要
な
情
報
で
す
。

　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
食
品
表

示
１
１
０
番　
専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

設
置
し
、
食
品
の
偽
装
表
示
や
不
審
な
食

品
表
示
の
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
ご
質
問

等
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
問
合
せ
＊

　
　

近
畿
農
政
局

　
　
　
　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

表
示
・
規
格
担
当

　
　

食
品
表
示
１
１
０
番

　
　
　
（
専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　

☎
０
７
４
２
㉜
１
８
７
７

食
品
表
示
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
、

問
い
合
わ
せ
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

『
食
品
表
示
１
１
０
番
』

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
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子で楽しくスキンシップ
～ 子育て支援講座 ～

4 ／ 5・生き生きプラザ斑鳩

　今回の子育て支援講座は「ミュージック・ケ

ア」と題して、赤ちゃんやお子さんと一緒に身

体を動かそうと、日本ミュージック・ケア協会

　ミュージック・ケアワーカー　福井　方子氏

を講師に招き、和やかな雰囲気のもとおこなわ

れました。

　鈴などの道具を使い、いろいろな音楽にあわ

せてリズム良く身体を動かすなど、笑顔があふ

れる楽しい講座となりました。

親
害時医療活動で協定

～ 災害時における医療救護活動に関する協定 ～
3 ／ 2 2 ・斑鳩町役場

　いつ起こるかわからない災害に備え、いち早く被

災者の応急救護を円滑におこなうため、３月22日、

斑鳩町と斑鳩町医師会との災害時における医療救護

活動に関する協定の調印式がおこなわれました。

　災害時の医療救護活動は、尊い人命に関わる大変

重要なもので、この協定の締結により、医師の救護

所への迅速な派遣、適切な医療救護の提供など、災

害時の医療救護体制の構築ができるものです。

　また、松木医師会長は、「協定の締結は『できる

ことをやろう』との意思の表明であり、今後の礎に

したい。」とあいさつされました。

災

鳩ライオンズクラブより看板寄贈
3 ／ 5・興留歩道橋

　斑鳩の里を訪れるみなさんをおもてなしす

るため、斑鳩ライオンズクラブより、クラブ

ＣＮ30周年記念事業として、県道大和高田

斑鳩線の興留歩道橋に設置する看板を寄贈く

ださいました。

　同クラブは、さまざまな社会奉仕活動に取

り組んでおり、他にも生駒郡内小学生３・４

年生を対象にマンガ家の先生を招き、毎年マ

ンガ教室を開催したり、献血（奈良県赤十字

血液センター）にも貢献されています。

斑年間の可燃ごみ焼却を終了
3 ／ 3 0 ・衛生処理場

　平成24年３月30日をもって、斑鳩町衛生処理場（幸

前２丁目）における可燃ごみの焼却処理を終了しまし

た。

　焼却処理の最終日には、衛生処理場周辺の４つの自

治会（幸前、高安西団地、高安、高安睦）の代表者、

宮崎厚生常任委員会委員長らが見守るなか、小城町長

と嶋田町議会議長が焼却処理を停止する操作をおこな

い、30年間の可燃ごみの焼却処理に幕を閉じました。
※�４月以降の可燃ごみの焼却処理は、三重県の民間業者に委託
しますが、ごみの出し方・収集方法には変更はありません。
※�当面の間、ごみの持ち込みもこれまで通り衛生処理場を利用
していただけます。（なお解体撤去等で持ち込み場所が変更
になる場合は、改めてお知らせします）

30

◀� 小
城
町
長
と
斑
鳩
町
医

師
会
松
木
会
長
に
よ
り

協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た

親子で楽しく
ふれあいました

▲いかるがの里へようこそ

▶

　

小
城
町
長
に
よ
る

◀
停
止
操
作
の
よ
う
す

▲
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９回 全日本年賀状大賞コンクールに見事入賞
～ 斑鳩東小学校 ～

第

　第９回全日本年賀状大賞コンクールにおいて、斑鳩東小学校とその児童７人が入賞を果たしました。

　このコンクールは、昭和26年に当時の郵政省が、手づくりの年賀状の作成を通じた楽しく個性豊かな年

賀状づくりの勧奨と、年賀状の交換による心の交流の広がりを図ることを目的として、「全日本年賀状版画

コンクール」を開催したのがはじまりで、その後、名称や内容の一部変更はあったものの、60年間おこな

われています。

　61年目の今回、見事受賞を果たした児童は以下の７人です。

　※児童の学年は、受賞当時（平成23年度）の学年です。

•版 画 部 門　年賀状大賞　　５年　野田　和寿
　　　　　　　奨励賞　　　　５年　井上　皓平

•ことば部門　ＮＨＫ学園賞　６年　内藤　真由
　　　　　　　奨励賞　　　　６年　川本　一貴

　　　　　　　　　　　　　　６年　小西　杏実

　　　　　　　　　　　　　　５年　中野　薫理

•絵手紙部門　奨励賞　　　　５年　大野　夢叶
•学　校　賞　斑鳩東小学校

き生き生活につながる学びの心
～ 公民館まつり ～

3 ／ 1 6 〜 1 8 ・中央公民館

生

　町内３公民館で活動する自主グループや教室生の１年間の学

びの発表として、「公民館まつり」が中央公民館でおこなわれ

ました。

　来場者は研修室などに展示されたたくさんの作品のすばらし

さに感動したり、囲碁大会や将棋大会には、たくさんの人が真

剣な眼差しで対局の行方を見守っていました。

　また、大ホールでは、たくさんの観客のみなさんの前で、踊っ

たり、うたったりと1年間の練習の成果が披露され、会場いっ

ぱいに、大きな拍手が送られていました。

◀
白
熱
し
た
対
局
の
よ
う
す

　

た
く
さ
ん
の
人
で

◀
に
ぎ
わ
う
バ
ザ
ー

▲１年間の練習の成果が披露されました▼
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斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

弥生時代とはどんな時代？
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「
弥
生
時
代
」
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
？

　

弥
生
時
代
は
、
縄じ

ょ
う
も
ん文
時
代
と
古こ

墳ふ
ん

時
代

の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
時
代
で
、
一
般

的
に
は
お
よ
そ
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

３
世
紀
中
頃
か
ら

紀
元
後
３
世
紀
中
頃
ま
で
続
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の
研
究

で
は
、
弥
生
時
代
の
開
始
年
代
が
一
気
に

約
６
０
０
年
も
さ
か
の
ぼ
る
説
も
あ
り
、

議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
弥
生
時

代
の
「
弥
生
」
と
い
う
名
称
は
、
東
京
都

文
京
区
弥
生
２
丁
目
に
所
在
す
る
貝か

い
づ
か塚

（
弥
生
町
遺
跡
）
で
発
見
さ
れ
た
土
器
が

縄
文
土
器
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
「
弥
生
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
、

こ
の
土
器
を
使
用
し
た
時
代
を
「
弥
生

（
式
）
時
代
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

稲い

な

さ

く作
の
開
始
と
金
属
器
の
利
用

　

弥
生
時
代
を
も
っ
と
も
特
徴
づ
け
る
こ

と
は
、
縄
文
時
代
の
よ
う
な
狩
猟
採
集
社

会
と
は
違
っ
て
、
稲
作
に
よ
る
食
糧
生
産

を
基
礎
と
し
た
農
耕
社
会
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
中
国
大
陸
原
産
の
イ

ネ
そ
の
も
の
は
す
で
に
縄
文
時
代
に
日
本

列
島
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
安
定

的
な
水
田
農
耕
技
術
（
水
田
区
画
や
水
路

な
ど
の
灌か

ん
が
い漑

技
術
や
石
包
丁
な
ど
の
農

具
）
が
九
州
北
部
に
伝
え
ら
れ
て
以
降
、

稲
作
が
本
格
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
弥
生

時
代
前
期
末
（
紀
元
前
１
０
０
年
頃
）
に

は
東
北
地
方
北
端
に
ま
で
稲
作
が
達
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弥
生
時
代
に
は
、
青せ

い
ど
う銅
器き

（
銅

と
錫す

ず

の
合
金
）
や
鉄
器
が
ほ
ぼ
同
時
に
中

国
大
陸
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
青
銅
器

は
銅ど

う
ほ
こ矛

や
銅ど

う
け
ん剣

、
銅ど

う

戈か

な
ど
の
武
器
形
青

銅
器
や
、
銅ど

う
た
く鐸
な
ど
の
祭さ

い

器き

が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
鉄
器
は
硬
く
て
耐
久
性

に
優
れ
て
い
る
た
め
、
鍬く

わ

先さ
き

や
鋤す

き

先さ
き

な
ど

の
農
工
具
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

「
ム
ラ
」
か
ら
「
ク
ニ
」
へ

　

稲
作
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
必
要
以
上
に
収
穫
し
た
イ
ネ
な

ど
の
蓄
え
が
進
ん
で
貧
富
や
身
分
の
差
が

生
ま
れ
、「
ム
ラ
」
に
支
配
者
が
現
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
富
や
耕

作
地
な
ど
を
め
ぐ
る
「
ム
ラ
」
同
士
の
争

い
も
起
こ
り
、
い
く
つ
も
の
「
ム
ラ
」
を

従
え
た
「
ク
ニ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
「
ク
ニ
」
の
代
表
的
な
も
の
に
、

「
漢か

ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
國
王
」
の
金
印
で
有
名
な
「
奴な

国こ
く

」
や
、
約
30
も
の
「
ク
ニ
」
を
束
ね
た

「
邪や

馬ま

台た
い
こ
く国

」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明

ら
か
と
な
っ
た
町
内
に
あ
る
弥
生
時
代
の

遺
跡
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲西里遺跡　高杯出土状況

　今月号は、5月24日㈭～6
月26日㈫まで開催いたしま
す 平 成24年 度 春 季 企 画 展

「弥
や よ い

生時代の斑鳩のようす」
に関連して、「弥生時代とは
どういう時代だったのか」に
ついて、お話します。



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）

自治会連合会懇談会

　平成24年２月25日、生き生きプラザ斑鳩にて、自治会連
合会懇談会がおこなわれました。この懇談会は、他の自治
会役員との交流を図り、情報交換をおこなうことによって
自治会の活性化につなげようと、自治会連合会の事業とし
て開催されているもので、今回は、服部自治会と五丁南京
田自治会の活動事例が紹介されました。
　また、当日は73自治会から総勢100人が参加され、事例
報告のあと交流を深められました。
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空
き
巣
・
忍
込
み
・
居
空
き
の

発
生
状
況
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て

　

奈
良
県
内
に
お
け
る
、
平
成
24
年
２

月
末
現
在
の
空
き
巣
、
忍
込
み
、
居
空

き
の
被
害
件
数
は
１
２
２
件
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
と
比
べ
る
と
65
件
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

被
害
場
所
別
に
み
る
と
、
戸
建
て
住

宅
が
78
％
、
集
合
住
宅
が
22
％
と
な
っ

て
お
り
、
戸
建
て
住
宅
の
被
害
が
８
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
侵
入
箇
所
別
に
み

る
と
、
窓
が
80
％
、
勝
手
口
が
10
％
、

玄
関
が
８
％
、
そ
の
他
が
２
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

　

主
な
侵
入
口
は
ド
ア
や
窓
で
、
無
施

錠
の
被
害
が
約
３
割
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割

る
被
害
が
約
６
割
で
す
。

　

外
出
す
る
と
き
に
は
ド
ア
や
窓
の
鍵

を
閉
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ド
ア
や
窓

に
補
助
錠
を
取
り
付
け
二
重
ロ
ッ
ク
に

し
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
セ
ン
サ
ー

や
、
防
犯
ガ
ラ
ス
・
フ
ィ
ル
ム
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　服部自治会では、地域の団体の連携を図るため、自治会、子ど
も会、老人会、福祉会、農家組合、水利組合などによる「横通し会」を組
織され、コミュニケーションを図られています。また、七夕祭り、秋祭り、
大とんどなどの行事について、それぞれの実行委員会をつくり、スムーズ
な運営に取り組んでおられます。
　この他にも服部連合と連携して児童見守り隊による地域の安全・安心活
動に取り組むととともに、近隣自治会の夏祭りに参加するなど、他団体と
の連携や世代間交流を重視した自治会活動をおこなっていることを話され
ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　五丁南京田自治会では、自治会離
れが問題となっていたことから、まずは地域のふれあいが大切であると考
え、「ふれあいの場面づくり」として、公園での茶話会や食事会などを開
催するなど、地域の交流を深める取組みを始められました。
　また、地域の防犯活動として、防犯パトロール隊を結成され、防犯ゼロ
チャレンジ１００日作戦にも挑戦された結果、「犯罪ゼロ達成」表彰状を
受賞されたことや、防災訓練、ラジオ体操など、さまざまな取組みについ
て話されました。

　自治会は、地域の人たちが集い、話し合い、協力し合うことによって、よりよい地域づくりをめざ
す団体で、地域の清掃活動、防犯灯やごみステーションの管理、地域での親睦活動や防災訓練、防犯
パトロールなど、さまざまな活動をおこなっています。いつ起こるかわからない災害に対して頼りに
なるのは、地域の人々による助け合いです。日頃から自治会活動等をとおして隣近所と交流する機会
を持ちましょう。

自治会で地域の絆を深めましょう〜

五丁南京田自治会

服 部 自 治 会

▲�服部自治会　岡田会長

▲�五丁南京田自治会
　�橋本会長、高嶋さん
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ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
す
ぎ
ず
、
環
境
を
壊
さ
ず
、
自
然
と

と
も
に
生
き
て
い
け
る
新
し
い
技
術
や
物

を
つ
く
り
だ
す
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

が
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
。

ヤ
モ
リ
・
テ
ー
プ
や
蚊
の
針
の
よ
う
な
痛

く
な
い
注
射
針
、
ハ
チ
の
巣
構
造
の
軽
く

て
丈
夫
な
板
な
ど
、
現
在
進
行
形
の
数
々

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

石
田
秀
輝
／
監
修

　

松
田
素
子
／
江
口
絵
理
／
文

　

ア
リ
ス
館

「
ヤ
モ
リ
の
指
か
ら
不
思
議
な
テ
ー
プ
」

パワーハラスメントとは
　厚生労働省によれば、パワハ
ラとは「同じ職場で働く者に対
して、職務上の地位や人間関係
などの職場内の優位性を背景
に、業務上の適正な範囲を超え
て、精神的・身体的苦痛を与え
る、または職場環境を悪化させ
る行為」とされています。
　優位性とは、役職の上下関係
だけでなく、立場や能力によっ
て、先輩・後輩間や同僚間など
でも生じるものです。

パワハラの分類
　どのような行為がパワハラに
該当するのか、人によって判断
が異なる傾向があるものの、厚
生労働省では、パワハラに当た
る行為類型として、次の６つを

あげています。
①身体的な攻撃（暴行、傷害）
②精神的な攻撃（脅迫、侮辱）
③人間関係から切り離し
　（隔離、無視、仲間はずし）
④�過大な要求（業務上明らかに
不要なことや不可能なことの
強制）
⑤�過小な要求（仕事を与えない
こと）
⑥�個人への侵害（私的なことに
過度に立ち入ること）

パワハラをなくすために
　パワハラを予防、解決するた
めには、一人ひとりが、それぞ
れの立場から取り組むことが求
められます。
　主な取組みの例として、次の
ようなことがあげられます。
①トップのメッセージ

②ルールを決める
③実態を把握する
④教育する
⑤周知する
⑥相談や解決の場を設置する
⑦再発を防止する　　など
　上司の立場にある人は、自ら
が模

も

範
はん

を示しながら、パワハラ
が起こらないよう職場を管理す
ることが求められます。
　また、職場の一人ひとりがお
互いを支え合い、お互いを理解
し協力し合うために、適切なコ
ミュニケーションをおこなうこ
とを通じて、それぞれの価値観
や立場、能力などの違いを認め、
お互いを受け止めることが求め
られます。その結果、お互いの
人格を尊重し合うことができ、
パワハラをなくすことにつなが
っていくことが期待されます。

パワーハラスメントとは

　職場の「パワーハラスメント（パワハラ）」は、労働者の尊厳や
人格を侵害する許されない行為です。また、これを受けた人だけで
なく、周囲の人、これをおこなった人、企業にとっても損失は大き
いものです。
　今月号では、パワハラについて紹介していきたいと思います。



　斑鳩町がめざす「ゼロ･ウェイスト」宣言をした
町ではどんな取組みをしているのかな。今回は、徳
島県上

かみかつちょう

勝町の取組みを紹介するよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。
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デ
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理
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公
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４
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れ
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入
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了
承
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だ
さ
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。
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今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
５
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
５
月
８
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
５
月
８
日（
火
）
午
前
11
時
～

徳島県上勝町の取組み
〜日本ではじめて「ゼロ･ウェイスト宣言」をした町〜
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● 日本ではじめての
　「ゼロ･ウェイスト宣言」
　「ごみは燃やすもの」とする日本
の中で、上勝町は、「できるだけ燃
やさない」と平成15年9月に、2020
年までに焼却・うめ立て処分をなく
すことをめざす「ゼロ･ウェイスト
宣言」を日本ではじめておこなわれ
ました。
　生ごみの全量たい肥化、34分別に
よるリサイクル、「くるくるショッ
プ」や「くるくる工房」によるリユ
ースの推進に取り組み、「資源回収
法（仮称）」の制定など制度面での
改革もめざしています。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

３月

２月

１月

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

3月の生ごみたい肥化量8,394㎏
　可燃ごみの3.1％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数1,018世帯（3月末）

Q． 上勝町にはごみの収集車が走って
いないってほんと？

A�．ほんとです。町内に唯一あるごみステーションに、住民
のみなさんがごみや資源を持ち込み、34種類に分別して
います。ステーションの分別箱の上には、分別した物がど
こに行って、何に生まれ変わるのかがすべて表示されてい
ます。一部、高齢者等や運搬方法のない方については、シ
ルバー人材センターで、有料回収をしています。

Q． くるくるショップってどんなところ？
A�．ごみステーションの隣にある「不要になったけど、まだ
まだ使える物」を持ち込んだり、持ち込まれたものを無料
で持って帰ることができる場所のことです。使い捨てでは
なく、物を大切にする気持ちが運営に活かされています。

Q． くるくる工房では何をつくっているの？
A�．上勝のおばあちゃんたちが、昔ながらの知恵や技術を活
かして、不要になった布や綿な
どからリメイク商品を作り販売
しています。

教えてパゴちゃん！

未来が変わる。
日本が変える。

「こいのぼり」を　　　　▶
はっぴやカバンにリメイク
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第３期 斑鳩町障害福祉計画の策定について
　障害のある人が、身近な地域で安心して暮らすためのサービス基盤整備を進める方針を定
めた第３期斑鳩町障害福祉計画を策定しました。計画の期間は平成24年度から平成26年度の
３年間となっています。計画では各年度のサービス給付の見込量のほか相談支援の充実や障
害者支援の地域移行の推進といった重点施策を掲載しています。詳しくは、町のホームペー
ジをご覧ください。
　問合せ　役場福祉課（☎内線127）

○障害福祉サービスの体系

第３期 斑鳩町障害福祉計画の策定について
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健康診査を受けましょう

●特定健診の集団健診をはじめます
　国民健康保険の特定健診は、これまで県内の各医療機関で受けていただく個別健診だけでしたが、受診率
の向上のために、下記の日程で集団健診を実施することとしました。
　　◎実施定員　　各回６０人
　　◎申込方法　　６月１日より、役場国保医療課の窓口もしくは電話にて、先着順で受付します。
　　　　　　　　　各回申し込み人数が定員になり次第締め切らせていただきます。
　　◎実施場所　　生き生きプラザ斑鳩

【国民健康保険特定健康診査について】
　特定健康診査を次のとおり実施します。対象となる人には、特定健康診査の受診の際に必要となる受診券
を５月下旬に送付します。
　特定健康診査は、メタボリックシンドロームに着目し、その要因となった生活習慣の改善を目的としてい
ます。また特定保健指導は、特定健康診査の結果に応じて「積極的支援」「動機づけ支援」に階層化し、そ
れぞれの階層に応じた健康増進のための継続的な支援等を受けることができます。生活習慣を見直し、しっ
かりと自己の健康管理をおこなっていただくためにも、すすんで特定健康診査を受けましょう。
　対 象 者　　原則として40歳以上75歳未満の国民健康保険加入者
　受診期限　　平成25年３月31日まで

【後期高齢者健康診査について】
　平成24年度の後期高齢者健康診査を実施します。対象となる人には、その健康診査の受診の際に必要とな
る受診券を５月下旬に送付します。後期高齢者健康診査は、生活習慣病の早期発見により、適切に医療を受
け、重症化を予防することを目的としています。
　対 象 者　　75歳以上（65歳以上の障害認定を受けている人を含みます）の後期高齢者医療制度加入者
　受診期限　　平成25年１月31日まで

※�健康診査を受けるには、受診券が必要です。国民健康保険と後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入し
ている人は、ご加入の保険者にご確認ください。また、次に該当する40歳以上の人は、町内の委託医療機
関による受診となりますので、保健センター（☎70－0001）で受診券発行の手続きが必要です。
•年度途中に加入健康保険が国民健康保険へ替わった人　•生活保護を受給している人

考えてみましょう　正しい医療のかかり方
　同じ病気で複数の病院に通ったり、必要以上に薬をもらったりしていませんか。重複受診は、家計の無駄
づかいになるばかりでなく、薬の重複は、身体に悪影響を及ぼす場合があります。また、医療費の増加は、
加入されている健康保険の保険料の増加につながります。
●不要不急の受診は避けましょう
　休日や夜間の受診は、割増料金がかかり、家計や医療費の増加につながります。診察は、なるべく診療時
間内に受けましょう。
●かかりつけ医を持ちましょう
　かかりつけ医を持つことは、病気の治療だけでなく、予防も含めた健康管理のためにも大切です。これま
での病歴などを把握したうえで診察してもらえますので、余分な検査を受けないで済み、必要な場合は、専
門医や病院を紹介してもらえます。

実　施　日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項
７月31日（火） 各回

8：30～
10：00

国民健康保険の被保
険者で40歳以上75
歳未満の人

受診日には、
○国民健康保険の被保険者証
○特定健康診査の受診券をご持参ください。

８月30日（木）
10月９日（火）

問合せ　役場国保医療課（☎内線114、115、116）



主な連絡先
斑鳩町役場
� 0745-74-1001
上水道課
� 0745-74-1401
下水道課
� 0745-74-2406
町立図書館
� 0745-75-7733
中央公民館
� 0745-74-1511
東公民館
� 0745-74-4122
西公民館
� 0745-75-3911
中央体育館
� 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� 0745-70-1000
保健センター
� 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� 0745-74-0990
衛生処理場
� 0745-74-2371
西老人憩の家
� 0745-74-1517
東老人憩の家
� 0745-74-5050
三室休日診療所
� 0745-74-4100
いかるがホール
� 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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６
月
～
12
月
ま
で
の
毎
月
第
２
火

曜
日
（
計
７
回
）
初
回
６
月
12
日

※
た
だ
し
８
月
は
第
１
火
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
50
人

場
所　
中
央
公
民
館

申 

込　
５
月
21
日（
月
）ま
で
に
中
央
公
民

館
窓
口
、
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

体
験
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
５
団

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
８
５
２　

福
瀬
迄
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
生
駒
第
５

団
で
は
、
体
験
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
で
す
の
で
、
体
験
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
東
洋
シ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
場

　
（�

東
洋
シ
ー
ル
工
業
本
社
工
場
北
側
の

隣
接
地
）

対
象　
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

年
長
～
小
学
２
年

　
　
　

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
３
年
～
５
年

　
　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
６
年
～

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、22日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

10日㈭、17日㈭、31日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 1日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0745-92-5570
℻0745-92-5568
（若者サポート神須学園）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
集 

●

5月の相談

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。
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地
区
別
男
子
・
女
子

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

　
【
男
子
】　
６
月
３
日（
日
）・
10
日（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

予
備
日　

６
月
17
日（
日
）

　
【
女
子
】　
６
月
３
日（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

予
備
日　

６
月
10
日（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資 

格　
町
在
住
の
人
で
、
男
子
は
高
校
生

以
上
、
女
子
は
中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成　
10
人
～
15
人（
監
督
含
む
）

※�

年
齢
制
限

　
【
男
子
】
45
歳
以
上
１
人
、
30
歳
～
44

歳
３
人
、
制
限
無
５
人
（
常
時
９
人

以
上
出
場
の
こ
と
）

　
【
女
子
】
学
生
の
常
時
出
場
３
人
以
内

申 

込　
【
男
子
・
女
子
】　
５
月
14
日（
月
）

～
５
月
28
日（
月
）

抽
選　
【
男
子
】　
５
月
31
日（
木
）

　

�

午
後
７
時
30
分
～
中
央
体
育
館
で
お
こ

な
い
ま
す
。

　
【
女
子
】
当
日
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

地
区
別
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
時　
５
月
27
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
の
13
歳
以
上
の
人

　
（
男
女
問
わ
ず
）

チ 

ー
ム
編
成　
４
～
７
人
（
監
督
は
選
手

を
兼
ね
て
も
可
）
個
人
参
加
可
。

申
込　
５
月
７
日（
月
）～
21
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
・
パ
パ
さ
ん

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
５
月
27
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

チ 

ー
ム
編
成　

監
督
を
含
め
15
人
以
内

（
個
人
参
加
も
で
き
ま
す
）

※�

パ
パ
さ
ん
の
参
加
可
能
。（
た
だ
し
、

１
チ
ー
ム
３
人
以
内
と
し
、
前
衛
禁
止

と
す
る
。
ま
た
、ア
タ
ッ
ク
は
、ア
タ
ッ

ク
ラ
イ
ン
の
手
前
か
ら
は
可
能
）

申
込　
５
月
７
日（
月
）～
21
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時　
６
月
２
日（
土
）
午
前
９
時
～

場
所　
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

資
格　
町
在
住
在
勤
の
人（
中
学
生
以
上
）

試 

合
方
法　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
（
男
女
別
）

費 

用　
ゲ
ー
ム
費
等　

１
，８
０
０
円（
靴

代
３
０
０
円
含
）

申
込　
５
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）

剣
道
錬
成
大
会

日
時　
６
月
３
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資 

格　
小
学
生
以
上
の
町
内
剣
道
愛
好
者

で
防
具
を
つ
け
て
試
合
の
で
き
る
人

試 

合
方
法　

個
人
戦　

組
み
合
わ
せ
は
、

当
日
、
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

申
込　
５
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）

※
試
合
終
了
後
、
合
同
稽
古
会
を
実
施

斑
鳩
町
青
少
年
野
外
体
験
活
動
に

対
す
る
補
助
金
交
付
制
度
ス
タ
ー
ト

　
（
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
２
３
７
）

　

町
内
に
在
住
す
る
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
目
的
と
す
る
団
体
が
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
設
置
し
た
野
外
体
験
活
動
施

設
を
利
用
さ
れ
る
際
、交
通
費
の
一
部（
限

度
額
あ
り
）
を
補
助
す
る
制
度
が
、
平
成

24
年
４
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
fax
：
０
７
４

５
�
６
７
８
４　

Ｅ
メ
ー
ル
：syougai

@
tow
n.ikaruga.nara.jp

）
へ
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●



「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い

メ
モ
リ
ア
ル
ベ
ン
チ
」
の
募
集

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

　
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ
リ
ア
ル
ベ

ン
チ
」
は
、
結
婚
や
子
ど
も
の
誕
生
、
定

年
、
金
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
や
、
企
業

や
団
体
等
の
記
念
行
事
な
ど
の
時
に
寄
附

金
を
受
け
付
け
、
寄
附
者
の
氏
名
や
思
い

出
な
ど
を
つ
づ
っ
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
付

け
た
メ
モ
リ
ア
ル
ベ
ン
チ
を
施
設
や
公

園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
な
ど

に
設
置
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
公
共
施
設
の
充
実
お
よ
び
管
理
経
費

の
縮
減
に
つ
な
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
公
共
施
設
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

寄
附
金
の
単
位　
ベ
ン
チ
１
基　

10
万
円

申 

込
方
法　
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ

リ
ア
ル
ベ
ン
チ
寄
附
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
企
画
財
政
課
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

設
置
対
象
施
設
お
よ
び
募
集
数
、
ベ
ン

チ
・
記
念
プ
レ
ー
ト
の
仕
様
等
そ
の
他

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.ik
aru
g
a.

nara.jp

）
か
企
画
財
政
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
非
自

発
的
失
業
者
の
所
得
軽
減
に
つ
い
て

　
　
　

国
保
医
療
課

　
（
☎
内
線
１
１
４
・
１
１
５
）

　

65
歳
未
満
で
要
件
を
満
た
す
非
自
発
的

失
業
者
（
リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
に
よ

る
離
職
者
）
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
失

業
時
か
ら
、
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、

前
年
度
所
得
の
う
ち
給
与
所
得
の
み
を

１
０
０
分
の
30
と
し
て
計
算
し
、
保
険
税

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
世

帯
に
属
す
る
そ
の
ほ
か
の
被
保
険
者
の
所

得
に
つ
い
て
は
、
軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

離
職
理
由
が
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
お
よ
び
特
定
理
由
離
職
者
に
限
り
ま

す
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

欄
コ
ー
ド
が
次
の
場
合
の
人
、

（
特
定
受
給
資
格
者
）

　
　
　
　

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

（
特
定
理
由
離
職
者
）

　
　
　
　

23
、
33
、
34

に
該
当
す
る
人
の
み
が
軽
減
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
必
ず
、
印

か
ん
と
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参

し
て
窓
口
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
無
い
人

は
、
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

春
季
企
画
展

「
弥
生
時
代
の
斑
鳩
の
よ
う
す

　
　

―

弥
生
び
と
の
く
ら
し―

」

　
　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

斑
鳩
町
と
い
え
ば
藤
ノ
木
古
墳
が
造
営

さ
れ
た
古
墳
時
代
や
、
聖
徳
太
子
が
活
躍

し
た
飛
鳥
時
代
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以

前
の
弥
生
時
代
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
所

在
し
て
い
る
西
里
遺
跡
を
中
心
に
、
町
内

よ
り
出
土
し
た
弥
生
時
代
の
土
器
や
石
器

等
の
遺
物
や
写
真

パ
ネ
ル
を
展
示
し

て
、
弥
生
時
代
の

斑
鳩
の
よ
う
す
に

つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

期
間　
５
月
24
日（
木
）～

　

６
月
26
日（
火
）（
水
曜
日
休
館
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

開
催
場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

展
示
室

観
覧
料　
　

無
料

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　斑鳩町における要介護
　　　認定者は、平成26年度には、
　　　何人になると推計されているでしょう。
　　　　　　　　　〈５月14日必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　　　4月号のクイズの答　　中宮寺門前そば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数16）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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三
室
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
!!

特
別
な
資
格
・
知
識
は
い
り
ま
せ
ん
。

●
活
動
内
容

•�

初
診
・
再
診
手
続
き
及
び
院
内
の
案
内
・

誘
導

•
散
歩
や
買
い
物
の
付
き
添
い

•
車
椅
子
患
者
様
の
移
送
・
介
助　

な
ど

●
活
動
時
間
帯

•�
午
前
中
心
（
午
前
８
時
15
分
～
正
午
）

の
活
動
時
間
帯
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

•�
毎
週
２
回
以
上
参
加
で
き
る
人

●
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
三
室
病
院　

総
務
課
庶
務
経
理
係

　
　

☎
０
７
４
５
㉜
０
５
０
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
１
２
）

あ
な
た
の
目
で

大
和
川
を
見
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
土
交
通
省
で
は
河
川
を
や
さ
し
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
河
川
は
、
大

和
川
・
佐
保
川
で
す
。

期
間　
平
成
24
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
６
月
30
日

資 

格　
大
和
川
・
佐
保
川
の
近
く
（
お
お

む
ね
５
㎞
以
内
）
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
の
人

定
員　
奈
良
県
域
で
１
人
（
予
定
）

募
集
期
間　
５
月
31
日（
木
）ま
で

謝 

礼　
月
額
４
，５
８
０
円
（
予
定
）（
支

払
額
は
３
％
源
泉
徴
収
し
た
額
と
な
り

ま
す
）

申
込
先
・
問
合
せ
先

　

�

大
和
川
河
川
事
務
所　

占
用
調
整
課　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係
ま
で

　

�

〒
５
８
３―

０
０
０
１　

藤
井
寺
市
川

北
３―

８―

33

　

☎
：
０
７
２―

９
７
１―

１
３
８
１

　

fax
：
０
７
２―

９
７
３―

３
９
６
７

※�

応
募
用
紙
等
に
つ
い
て
は
、
大
和
川
河

川
事
務
所
王
寺
出
張
所
（
〒
６
３
６―

０
０
０
２　

王
寺
町
王

寺
１―

13―

８　

☎
０
７

４
５
�
６
５
７
１
）
に

も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

（
☎
０
７
４
２
㉓
５
７
３
０
）　　
（
ｆ
ａ
ｘ
０
７
４
２
㉓
５
７
５
７
）

　
奈
良
市
西
木
辻
町
93‒

６
（
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

２
日
間
集
中
面
接
セ
ミ
ナ
ー

　
＋
個
別
面
談
対
策

　
～
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
～

　
「
面
接
を
突
破
し
た
い
」「
内
定
を
勝
ち

取
り
た
い
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
お
す
す
め

で
す
。
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
２
日
間
集
中
面
接
セ
ミ
ナ
ー

に
、
個
別
フ
ォ
ロ
ー
（
応
募
書
類
・
面
接

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
を
プ
ラ
ス
し
て
、
就
職

決
定
ま
で
を
、
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日（
水
）
面
接
基
礎
編

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　
　

５
月
17
日（
木
）
面
接
実
践
編

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

対
象　

�

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
で
、
早

期
の
就
職
希
望
・
面
接
突
破
に
強

い
意
欲
が
あ
り
、
２
日
間
受
講
可

能
な
人

　

※�

２
日
間
と
も
ス
ー
ツ
着
用
で
参
加
く

だ
さ
い

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

申 

込　
５
月
15
日（
火
）ま
で
に
電
話
か
ｆ

ａ
ｘ
で
講
座
名
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

居
住
地
の
市
町
村
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

若
者
対
象　
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動

の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時　
①
５
月
10
日（
木
）「
自
己
理
解
」

　
　
　

②
５
月
23
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
「
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

①
②
と
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

概
要　
①�

向
い
て
い
る
仕
事
、
自
分
の
強

み
を
再
発
見

　
　
　

②
面
接
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

対
象　

�

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
（
40
代

前
半
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

定
員　
各
回
10
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込　

�

各
回
前
日
ま
で
に
電
話
か
ｆ
ａ
ｘ

で
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催
日
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、居
住
地
の
市
町
村
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ら
の
お
知
ら
せ



ご
み
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み
な
さ
ん
は
、
生
ご
み
を
ど
の
よ
う
に

処
理
し
て
い
ま
す
か
？

　

斑
鳩
町
で
は
、
可
燃
ご
み
焼
却
施
設
の

老
朽
化
や
全
国
的
な
焼
却
灰
の
う
め
立
て

処
分
場
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
燃
や

し
た
り
、
う
め
立
て
た
り
し
て
処
理
す
る

ご
み
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
可
燃
ご
み
の
約
３
割
と
い
わ
れ

る
「
生
ご
み
」
は
、
分
別
す
る
こ
と
で
、

た
い
肥
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
る
た

め
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
量
を
大
幅
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
、
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
か

ら
分
別
し
て
収
集
す
る
事
業
を
平
成
21
年

10
月
か
ら
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
家
で
、
た
い
肥
に
す

る
の
が
環
境
に
と
っ
て
は
一
番
！

　

生
ご
み
を
分
別
し
て
み
る
と
、
可
燃
ご

み
袋
が
と
っ
て
も
少
な
く
な
る
の
で
、
み

な
さ
ん
も
、
日
頃
の
生
ご
み
の
多
さ
に
気

づ
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
家
で
生
ご
み
を
た
い
肥
に
す

る
方
法
の
中
か
ら
、
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
生
ご

み
た
い
肥
化
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
一
度
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

設
置
場
所

　

直
接
日
光
が
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
室
内
も
可
。

用
意
す
る
も
の

•
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
※

•�
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
処
理
容
器
（
購
入
金
額
の

１
／
２　

限
度
額
２
千
円
の
補
助
が
あ

り
ま
す
）

•
新
聞
紙

使
い
方

①�

処
理
容
器
の
底
に
新
聞
紙
を
敷
き
、
Ｅ

Ｍ
ボ
カ
シ
を
底
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

た
っ
ぷ
り
と
ま
き
ま
す
。

②�

処
理
容
器
に
生
ご
み
を
入
れ
、
Ｅ
Ｍ
ボ

カ
シ
を
た
っ
ぷ
り
ふ
り
か
け
、
よ
く
混

ぜ
ま
す
。（
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
生
ご
み
と

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を

入
れ
、
振
り
混

ぜ
る
と
、
簡
単

に
よ
く
混
ざ
り

ま
す
）

③�

②
の
表
面
に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
薄
く
ふ
り

か
け
、上
か
ら
ギ
ュ
ッ
と
押
さ
え
た
ら
、

処
理
容
器
の
フ
タ
を
閉
め
て
密
閉
し
ま

す
。

④�

処
理
容
器
の
底

に
た
ま
っ
た
発

酵
液
※
は
毎
日

抜
き
ま
す
。

⑤�

②
～
④
の
作
業
を
繰
り
返
し
、
処
理
容

器
が
満
杯
に
な
っ
た
ら
、
フ
タ
を
し
て

密
閉
し
、１
週
間
程
度
熟
成
さ
せ
ま
す
。

（
こ
の
間
も
発
酵
液
の
抜
き
取
り
は
続

け
ま
す
）
※
ぬ
か
漬
け
の
よ
う
な
発
酵

臭
が
す
れ
ば
成
功
で
す
。
表
面
に
生
え

る
白
い
カ
ビ
は
良
い
菌
で
す
の
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
）

⑥�

畑
や
庭
に
土
と
よ
く
混
ぜ
て
入
れ
、
黒

い
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
ま
す
。
夏
場

で
10
日
、
冬
場
で
30
日
程
度
で
土
に
も

ど
り
ま
す
）

※
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

　

�

Ｅ
Ｍ
（
役
に
立
つ
微
生
物
の
集
ま
り
）

に
米
ぬ
か
な
ど
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た

も
の

※
発
酵
液

　

�
台
所
や
ト
イ
レ
に
流
す
と
臭
い
や
ヌ
メ

リ
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
薄
め
た

発
酵
液
は
畑
な
ど
に
ま
く
と
、
よ
い
肥

料
に
な
り
ま
す
。

●�

毎
年
秋
に
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
生
ご
み
堆
肥

化
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
習

会
で
は
、
生
ご
み
た
い
肥
化
の
方
法
の

紹
介
や
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
づ
く
り
体
験
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
実
施
日
は
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

挑
戦
し
よ
う

や
っ
て
み
よ
う

　

Ｅ
Ｍ
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

挑
戦
し
よ
う

平
成
23
年
4
月
か
ら
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
販
売
価

格
を
値
下
げ
し
て
い
ま
す

＊
町
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

＊�

役
場
環
境
対
策
課
窓
口
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
購
入
の
際
は
購
入
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
役
場
環
境
対
策
課

窓
口
（
☎
内
線
１
３
３
）
へ

１
㎏
３
０
０
円

１
㎏
２
０
０
円

→

▲�平成23年度の生ごみたい肥化講習会は、
全国モーターボート競走施行者協議会か
らの拠出金を受けて実施しました。
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定
期
監
査
の
結
果

　

平
成
23
年
12
月
末
日
に
お
け
る
財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
と
経
営
に
か
か
る
事

業
の
管
理
に
つ
い
て
定
期
監
査
が
お
こ
な

わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖
広
両
監
査
委

員
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
等

　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
各
課
等
の
予
算

に
か
か
る
財
務
事
務
、
お
よ
び
水
道
事
業

に
か
か
る
経
営
は
適
正
に
執
行
さ
れ
、
帳

票
、
証
し
ょ
う
ひ
ょ
う憑の
管
理
も
内
部
牽
制
が
良
好
に

働
い
て
お
り
、
各
会
計
数
値
と
も
正
確
に

記
帳
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
財
産
の
管
理
も
概
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
報
告
に
添
え
る
意
見

１
．
保
有
財
産
の
効
率
的
運
用

　

財
産
管
理
の
状
況
で
は
、
遊
休
の
公
有

財
産
が
や
や
増
加
し
て
い
る
。
し
か
も
な

お
、
今
後
も
衛
生
処
理
場
や
青
少
年
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
等
の
広
大
地
も
控

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
土
が
狭き
ょ
う
あ
い隘の

我
が
国
に
お
い
て
、
活

用
可
能
な
土
地
は
貴
重
な
社
会
資
本
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
に
適
し
た
利
用
は
官

民
を
問
わ
ず
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
面
か
ら
、
そ
れ
ら
の
保
有
地

は
将
来
に
備
え
て
の
保
有
と
い
っ
た
曖
昧

な
理
由
で
持
つ
こ
と
よ
り
、
昨
今
の
地
価

下
落
が
続
く
時
代
に
あ
っ
て
は
、
必
要
な

時
に
目
的
に
応
じ
た
用
地
の
新
規
取
得
を

考
え
る
こ
と
の
方
が
財
政
運
営
上
合
理
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

遊
休
地
を
処
分
す
れ
ば
、
民
に
よ
る
活

用
が
図
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
公
で
の
保

有
に
か
か
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
や
犯
罪
発

生
の
危
険
等
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

更
に
僅
少
額
な
り
と
も
固
定
資
産
税
等

の
税
収
も
生
ず
る
。
何
よ
り
も
町
債
の
圧

縮
に
繋
が
り
、
利
払
い
負
担
の
軽
減
に
結

び
つ
く
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

２
．
一
括
交
付
金
化
に
向
け
て

　

今
、
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
国
地
方
の
借
金
問
題
で
、
回
復
の
兆
し

が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い

税
収
状
態
が
続
き
国
債
、
地
方
債
の
残
高

は
年
々
増
加
の
一
方
を
辿
っ
て
い
る
。

　

国
で
は
毎
年
、
歳
出
を
抑
え
る
た
め
、

あ
の
手
こ
の
手
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
複
雑
で
な
か
な
か
解
か
り
に
く

い
こ
と
が
多
く
、
地
方
財
政
計
画
で
地
方

へ
の
配
分
財
源
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
。

　

最
近
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
か

ら
地
方
へ
の
ひ
も
付
き
補
助
金
を
減
ら
し
、

使
途
を
特
定
し
な
い
一
括
交
付
金
形
式
へ

の
移
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
特
定
財
源

を
一
般
財
源
化
し
、
自
由
度
を
高
め
る
代

り
に
支
出
総
額
を
減
ら
し
、
国
家
財
政
の

合
理
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
国
の
福
祉
や
景
気
対
策
と
い
っ

た
施
策
の
具
体
的
実
践
は
、
殆
ど
地
方
が

担
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
事
細
か
に
様
々

の
基
準
を
定
め
、
地
方
独
自
の
さ
じ
加
減

を
許
さ
な
い
仕
組
み
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
る
意
味
で
は
窮
屈
な
よ
う
だ
が
、
地

方
に
と
っ
て
は
そ
の
方
が
色
々
な
こ
と
を

考
え
る
必
要
が
な
く
便
利
で
楽
で
あ
る
と

も
い
え
る
。

　

勿
論
、
国
は
こ
れ
か
ら
も
細
細
と
し
た

こ
と
ま
で
必
ず
口
を
挟
ん
で
く
る
と
は
考

え
ら
れ
る
が
、
地
方
に
と
っ
て
従
来
国
の

い
う
ま
ま
で
よ
か
っ
た
も
の
が
、
そ
う
し

た
従
来
の
癖
が
染
み
つ
い
て
い
た
と
す
れ

ば
、
本
当
の
住
民
の
た
め
の
必
要
な
施
策

が
構
築
で
き
る
か
が
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
浮
び
上
っ
て
く
る
。

　

過
去
に
職
員
の
能
力
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
が
、
そ
れ
は
管
理
職
登
用
資
格
試
験

の
低
調
さ
を
い
っ
た
も
の
で
、
そ
の
点
に

つ
い
て
は
職
員
の
年
齢
構
成
や
男
性
女
性

の
職
員
数
比
等
で
解
消
さ
れ
難
い
面
も
あ

る
よ
う
で
、
あ
る
程
度
や
む
を
得
ま
い
。

　

し
か
し
、
今
後
は
地
方
レ
ベ
ル
で
、
施

策
の
企
画
立
案
が
必
要
な
時
代
が
く
る
と

す
れ
ば
、
そ
う
し
た
管
理
職
コ
ー
ス
を
選

択
し
な
い
と
し
て
も
、
専
門
分
野
に
秀
で

た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
輩
出
さ
れ
る
気
運

を
醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

従
来
は
地
元
の
大
き
な
声
を
聞
い
て
対

応
し
て
い
れ
ば
済
ん
で
い
た
も
の
も
、
広

い
視
野
に
立
っ
た
格
調
の
あ
る
次
元
の
高

い
政
策
目
標
を
研
究
し
て
ゆ
け
る
レ
ベ
ル

の
維
持
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
の
霞
ヶ
関
に
か
わ

る
真
の
問
題
把
握
能
力
や
洞
察
力
を
身
に

つ
け
た
職
員
の
育
成
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　
財
政
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果

監
査
結
果

　

補
助
金
等
の
財
政
援
助
を
し
て
い
る
別

記
９
団
体
に
係
る
出
納
そ
の
他
の
事
務
に

つ
い
て
書
類
レ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
、
そ

の
中
で
規
模
的
、
相
対
的
に
重
要
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
斑
鳩
町
耕
地
協
会
及
び
元

気
ク
ラ
ブ
い
か
る
が
の
監
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
支

出
を
担
当
す
る
観
光
産
業
課
及
び
生
涯
学

習
課
の
補
助
金
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

　

財
政
援
助
９
団
体

斑
鳩
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
、
同
シ
ニ

ア
部
会
、
斑
鳩
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
奈
良
連
盟
生
駒
第

５
団
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈
良
県
第
39
団
、

斑
鳩
町
体
育
協
会
、
い
か
る
が
の
里
法
隆

寺
マ
ラ
ソ
ン
・
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

実
行
委
員
会
、
元
気
ク
ラ
ブ
い
か
る
が
、

斑
鳩
町
耕
地
協
会

問
合
せ　
監
査
委
員
室（
☎
内
線
３
０
５
）



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター

��2012.5.  広報 

斑鳩町に警報発令時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」までお問い合わせください。

こころの健康相談（予約制）
•こころの病気かどうか心配である。
•�最近家族の様子がおかしい。どう接したらよいか分からない。
•治療や社会復帰について知りたい。
•人とうまくつきあえない、不安やゆううつを感じている。
　などの相談に応じています。

●相談日：5月21日（月）
●時　間：午後１時～３時
●定　員：２人
●相談員：精神保健福祉士

☆申し込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮がん・乳がん検診は2年に1回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。（fax0745−74−0903）
　※子宮がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
予
防
教
室（
春
コ
ー
ス
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化

を
進
め
ま
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
•
町
在
住
の
40
～
74
歳
の
人

　
　
　

•�
腹
囲
や
血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
等
の
値
が
気
に
な
る
人

持
ち
物　

�

筆
記
用
具
、
特
定
健
診
の
結
果

通
知
表

申
込　
　

５
月
25
日（
金
）ま
で

事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項
大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

5月22日㈫ 9：00～
　11：00

受
付
30
分
前
の
番
号
札
は
な
く
な
り
、
時
間
予
約
制
と
な
り
ま
し
た
。

35歳以上 ○ 容器は保健センターで事前に購
入してください。（容器代300円）6月7日㈭

子 宮 が ん 検 診

5月23日㈬

12：45～
　13：30
申込先着
30人

20歳以上の女性
平成23年度に
町の検診を受診
されていない人

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ・
視触診併用

12：45～
　13：30
申込先着
40人

40歳以上の女性
平成23年度に町のマ
ンモグラフィ検診を
受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人

子宮がん・乳がん
セット検診
マンモグラフィ・
視触診併用

14：00～
　14：45
申込先着
60人

40歳以上の女性
平成23年度に町の
子宮がん・乳がん検診
を受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

胃 が ん 検 診

5月15日㈫
5月16日㈬

8：30～
　10：00
申込先着
各20人

35歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）胃がん・肺がん

セット検診

8：30～
　10：00
申込先着
各70人 40歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20人

○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

［ ］
［ ］
［ ］

［ ］

［ ］

～ 教　室　日　程 ～
日　程 テーマ 講　師

5月30日㈬ メタボリック
　シンドロームってなに？ 保健師

6月11日㈪ 私って食べ過ぎ？ 栄養士

6月25日㈪ 運動で脂肪燃焼！ 健康運動
指導士

7月11日㈬
これから私は…
　～今後の目標を

たてましょう～
保健師

時間：午前9時30分～11時30分



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

2歳6か月児健診
（歯科） 5月17日㈭ 13：00～

　13：15
健
診
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時
間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

Ｈ21年8・9月生
〇 歯科診察、フッ素塗布、保護者の歯科健
診（希望者）
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（個　別） 5月21日㈪ 9：30～

　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：5/18（金）まで

双 子 ク ラ ブ 5月22日㈫ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：前日まで

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 5月24日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ20年8・9月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿
対象者には個人通知します。

子 育 て 教 室 5月29日㈫ 9：45～
　10：00

就園までの児と
その保護者

○テーマ：楽しくからだを動かそう！
内容：手遊び、親子体操など
※先着30組　　申込：5/7（月）から

パ パ マ マ
スクールサロン

5月31日㈭
10：00～
　11：30 妊娠中の人

○助産師の「産後に役立つおっぱいの話」
申込：5/28（月）まで

6月14日㈭
○助産師による妊婦体操
「健康づくりリラクゼーション」
申込：6/11（月）まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 6月6日㈬ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：前日まで

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

健
康
講
座

内
容　
～
マ
マ
力
り
ょ
くア
ッ
プ
講
座
～

　
　
　
　

子
育
て
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
子
ど
も
の
叱
り
方
」

講
師　
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
村　

薫　

氏

日
時　
５
月
25
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

定
員　
先
着
50
人

申
込　
５
月
21
日（
月
）ま
で

※
託
児
有
（
予
約
制
）

　

�

託
児
を
希
望
さ
れ
る
人
は
午
前
９
時
50

分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
積
極
的
勧
奨
の
対
象
が
小

学
２
年
生
・
３
年
生
（
平
成
15
年
４
月
２

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で
す
。

　

ま
だ
接
種
を
完
了
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
医
療
機
関
に
予
約
し
て
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

※�

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
の
間
の
接
種

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
が
未

完
了
の
人
に
は
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
タ
オ
ル
体
操

講
師　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
志　

信
吾　

氏

日
時　
５
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

定
員　
30
人

申
込　
５
月
15
日（
火
）ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
み
ん
な

で
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

修
了
後
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

日
程　
６
月
１
日（
金
）・
６
月
19
日（
火
）

　
　
　

�

７
月
10
日（
火
）・
７
月
20
日（
金
）

の
全
４
回

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

※�

６
月
１
日
は
午
前
９
時
30
分
開

始

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
全

　
　
　

４
回
参
加
で
き
る
人

定
員　
20
人

申
込　
５
月
22
日（
火
）ま
で

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ



喫  煙

そのほか…
日常的な不眠、頭痛、朝の胃の
むかつき、血圧上昇、心拍数増
加、肩や首のこり、口臭、食欲
低下、歯周病、持久力の低下、
乳幼児突然死症候群、喘息、
　　　　　など

気道や肺を傷つける

咳、たん、息切れ

がん

気管支炎の慢性化
肺気腫 心筋梗塞

狭心症
脳梗塞

血管収縮

悪玉コレステロール増加

動脈硬化

5月号
平成24年5月1日発行

（通巻560号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₅₆₁人
　　（前月比　−51）
　　男₁₃ , ₅₅₆人
　　女₁₅ , ₀₀₅人

　 　₁₁ , ₁₁₄世帯
　　（前月比　−₆）
（平成24年₃月31日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7−12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　春は新たな出会いの季
節です。新たな世界へ入
り、希望に胸ふくらむ新
入生たちの姿に、自分も
頑張らねばという気持ち
になりました。若さでは
負けますが、気持ちで負
けないよう新年度をすす
んでいきたいと思います。

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

広告

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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い

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化

炭
素
な
ど
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
物
質
が
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
害
を
知
っ
て
、
自
分
の
健
康
と
周
り
の

人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
今
こ
そ
禁
煙
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

❶ 

準
備
を
す
る

•
禁
煙
を
開
始
す
る
日
を
決
め
る

•�
家
族
や
同
僚
に
禁
煙
を
宣
言
す

る
•�
た
ば
こ
、
ラ
イ
タ
ー
、
灰
皿
を

処
分
す
る　

等

❷ 

実
行
す
る

【
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
…
】

•
深
呼
吸
を
す
る

•
冷
た
い
水
（
お
茶
等
）
を
飲
む

•
体
操
等
で
体
を
動
か
す

•
場
所
を
変
え
る　

等

❸ 

継
続
す
る

•
楽
な
気
持
ち
で
禁
煙
を
続
け
る

•�
禁
煙
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
考

え
る

•
禁
煙
仲
間
と
励
ま
し
あ
う　

等

禁
煙
の
方
法

　

禁
煙
し
た
く
て
も
自
分
だ
け

で
は
難
し
い
時
は
、
医
療
機
関

の
禁
煙
外
来
や
保
健
セ
ン
タ
ー

の
禁
煙
相
談
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
禁
煙
相
談
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。　
（
予
約
制
）

● たばこの害 ●
　

︱ 

将
来
の
健
康
を
守
る
た
め
に
た
ば
こ
を
や
め
よ
う 

︱

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー


